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平成１５年度第２回総合目録DB実務研修

西本　篤夫（広島大学）

松家　久美（東京大学）

　三浦　千穂（北海道大学）

はじめに

• 法人化に向けて、大学図書館業務の抜本的な見直
しにより、目録業務の一層の効率化が求められている

　　　　　　　　レコード調整の増大

・どうやって？

　　　　レコード調整の負担の軽減によって
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講義“総合目録データベースの品質管理概論”2003.11.12より

提案事項

1.レコード調整におけるマナー

2.初心者のための「レコード調整手順」

3.コーディングマニュアル(Web版)の改善案

4.レコード調整連絡ツールの改善案

1. レコード調整におけるマナー

　(1)自館の連絡先を入れよう
　(2)情報源を送付しよう
　(3)書誌画面コピーを送付しよう
　(4)修正指針をチェックしよう
(5)レコード調整をすべきケースか確認し
よう
　 （例）RECONファイル、遡及入力
(6)早めに処理しよう

2. 初心者のための「レコード調整手順」
　

　　　　　　
2.1 発見館の依頼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1)レコード調整すべき書誌の発見
(2)コーディングマニュアル等で確認
(3)修正指針で作成館と協議すべきか確認
(4)作成館にレコード調整の依頼

　　　 　　　FAX・電子メール・電話
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2.2 作成館の回答・連絡

　　　 (1)レコード調整の受付
(2)書誌・所蔵の確認
(3)コーディングマニュアル等で確認
(4)現物を取り寄せて確認
(5)レコード調整
(6)発見館にレコード調整済みの連絡
(7)所蔵館にローカルデータ調整の連絡

注） 所蔵館が多い時の注意事項

　　NIIに所蔵館への連絡をお願いできるのは
何件以上の時？

　　　所蔵館が２０件以上の時

3．コーディングマニュアル（Web版）の
改善案

N　I　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　実務担当者
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

「Web版コーディングマニュアル」
　　　　　　　　　　　＋基礎知識

　　　　　　　　　　　＋判断にまよう例

　　　　　　　　　　

できるだけ
シンプルに

　具体例も欲しい

両方実現可能！

　　　　　3.1　基礎知識
• 大きさ・・・・・2ｃｍ以上異なる場合は別書誌　
　　　　　　　　　1cm単位で切り上げ（20.8cmは21cm）
　　　　　　

• ページ数・・・PHYSにはページ数の記載がない部分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　は数えない

• PTBL・・・・・PTBLの有無で別書誌
　　　　　　　　　シリーズ名がカバーにしかない場合は

　　　　　　　　　情報源にならないので注意

　　　　3.2　判断にまよう例
Q.ページ数の異なる刷は別書誌なの？

原則としては・・・
刷によってページ付けが異なる場合は版とみなす
　　　　　　　　　（「オンライン・システムニュースレター抜刷集」1.1.1D-5より）

ただし、
本文の内容に変更がなければ作らない
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Q&Aデータベース　管理番号960038200より）

判断は慎重に！

＜画面例＞

★基礎知識

★判断にまよう例
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＜基礎知識の画面例＞

ページ数・・・PHYSにはページ数の記載がない部分は数えない

＜判断にまよう例の画面例＞

刷によってページ数が異なる場合別書誌作成の根
拠となるのか？

4．レコード調整連絡ツール改善案
4.1レコード調整の依頼
4.1.1レコード調整連絡ツールによる依頼
4.1.2問題点と改善案(依頼)　　雛形

4.2レコード調整の受付
4.2.1レコード調整連絡ツ－ルによる受付
4.2.2問題点と改善案（受付）

4.3まとめ

4.１.1レコード調整連絡ツ－ルによる依頼

①ＮＩＩのサポートページ

②　初期画面　　　
　　　　　　　　　　　注意！目録登録用のＩＤと異なることがある　
　　　　　　　　

③　検索画面
　　　　　　　　　 注意！多言語を表示する場合はUTF-8　　
④　詳細画面

⑤　返信画面

　　　（メールによるレコード調整支援ツール）

4.1.2問題点と改善案（依頼）

①運用上の問題点

・アドレス登録が必須でない　

　　　　　　　　　　　　　　　←準必須にする

・件名の不統一　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　←統一する

・緊急度が不明　　　

　　　　　　　　　　　　　　　←件名orシステム改善

4.1.2問題点と改善案（依頼）
②システム上の問題点

• レスポンスが遅い（検索時）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←システム改善
• 書誌番号の事前調査が必要　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←システム改善
• 書誌詳細画面がセットされない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←システム改善
• 情報源の送付ができない　
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　←著作権処理
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レコード調整の内容
A図書館の調査結果例

レコード調整受付理由

自責

無責

他責

対象外

理由　自責

ＰＴＢＬ

重複

出版事項

ＰＨＹＳ

TR

ED

中国語

ハングル

pbk

index

所蔵登録
ミス

構造

ＲＥＰＲＯ

理由　無責

現物確認

ＮＩＩ事務
連絡

情報源の
送付

Ｖｏｌ．積

刷り

理由　他責

ローカル
メンテナ
ンス

付け替え

雛形　
ー典型的なレコード調整のためにー

　　　　＜依頼＞　　　　　　　　　　　　　＜回答＞　　　　　　　　　　　　＜事務連絡＞

・書誌修正　　　　　　　　　　　　・書誌修正済みの連絡　　　　　　　　・事務連絡
　　　PTBL　　　　　　　　　　
　　　重複　　　　　　　　　　　 　・不明時の連絡　　　　　　　　　　　　 ・回答遅れ
出版事項

　　　PHYS　　　　　　　　　　
　　　TR
　　　ED
　　　その他

・ローカルメンテナンス
・所蔵の付け替え
・現物確認
・情報源送付

　　上記書誌について、ご検討いただき必要がありましたら書誌修正をお願いいたします。

　

　　
　平素より、レコード調整にご協力いただきましてありがとうございます。

　　　（　　------------　　　　省略　　　　---------------　）

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関して書誌調整をお願いいたします。
　
　

　　

その他（　　　　　　　　　　　）EDTRPHYS出版事項重複PTBL

　　

　事務連絡欄

　　　　　　　　　

　書誌修正　　内容

　　　　　　　　　

　　　　　　　　書誌ID

　　

　　　　　　　　　　　　　レコード調整（依頼）

＜雛形例＞　書誌修正 4.2.1レコード調整連絡ツ－ルによる受付
＜例＞　①受信一覧画面

②受信詳細画面　　 ③返信詳細画面
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④処理済み一覧画面 4.2.2問題点と改善案（受付）

①運用上の問題点

・アドレス登録が一つ　　

　　　　　　　　　　　　　　←システム改善

　　　　　　　　　　　　　　注！複数アドレスのデメリットあり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選択できると良い？

4.3　まとめ
＜改善の可能性＞

・運用orシステムの改善 　→　ほぼ解決可能
需要とコストパフォーマンスの問題！

＜予想される効果＞

・レコード調整業務の合理化

・潜在的なニーズの発掘

・重複がなく一定水準の実現

　　　　書誌の品質の向上　

おわりに

　　1.レコード調整におけるマナー
　　2.初心者のための「レコード調整手順」
　　3.コーディングマニュアル(Web版)の改善案
　　4.レコード調整連絡ツールの改善案

　　　　　　　　目録業務の一層の効率化

　　　　　　

　　　　　　　図書館サービスの向上


